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▶昨春から始めた華道（ネタ切れで頻出のテーマ
に…）。あまりにセンスがなく自分に嫌気が差し，辞
めようかと思っていた昨年末。師匠から「年明け
から研究会に進むように」とのお達しが。研究会と
は月に一度，本部会館でその月のお題の花型を
決められた時間で活け，本部講師による採点と全
体総評および個人講評を受ける鍛錬・修養の場
です。採点があるため緊張して（小心者），後ろ向
きな気持ちで臨んだのですが，大変興味深い学
びの機会になりました。まずはこれまで全く覚えられ
なかった型を真剣に覚える機会になりました（苦
笑）。そして同じ型でもどこまで自由度が許されるの
か，どこからが逸脱なのか，などについて総評およ
び講評から学べ，他の参加者の作品からは発想
や表現の豊かさを学ぶことができました。ちなみに
初回の点数は90点（ほとんどの人が 95〜85点
に収まるシステムのようなので中庸です）。師匠の
顔に泥を塗ることはとりあえずなかったかと安堵し
て帰途につきました。� （小齋）

▶成人式までは年を取る度楽しい節目が多いもの
ですが，大人になると突然やってくる厄年。2016
年で後厄が終わるため，年末には細木和子の六
星占術を引っ張り出し自分は天王星人の陽だと
か騒いでおりましたが，何事もなく年が明けほっと
一息でした。▶しかし，年始に厄年は節分まで
（諸説あります）という話を聞き突然不安になり，2
月3日をひたすら待ち続ける日 を々送っておりまし
た。その願いは届かず，寒波の折に通り雨に振ら
れ風邪で寝込み，さらにその数日後には朝の通勤
時にバスが来ていたため駆け出したところ，路面
が凍結していて曲がり角で見事なスリップ。幸い右
太ももの打撲と手の擦り傷で済みましたが，通学
路を通っていた近所の中学生の間では話題に
なっていることでしょう。▶この編集後記を書いてい
る今日から節分まで，これ以上何もないことを祈り
ながら，2017 年は「急いては事を仕損じる」「最後
まで油断大敵」を肝に銘じたいと思います。
� （宇津井）
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特集

経験学習
経験から自律的に学べる看護師を育てるための場づくりと技法
看護師自身が経験から学ぶための支援方法として，「リフレクション」や「デブリーフィング」，
「ナラティブな場づくり」といったコミュニケーションを基盤とする教育技法が注目されています。研
修やシミュレーションなどの特別な場だけではなく，日々 の病棟の看護実践においても経験を振
り返ることによって，看護実践力や臨床判断力が高まることが期待されます。また，生涯を通じた
キャリア支援にもつながるでしょう。� �
4 回目となる「看護管理」4月号の“新任看護師長必読！”特集では，こうした看護師自身が
自らの経験から自律的に学び続けるための場づくりと技法について，その考え方と知識・実践を
紹介します。

【対談】経験から学べる看護師を育てる
臨床判断モデルの臨床での活用を考える
◉Christine A. Tanner／中山洋子（通訳：早野 ZITO 真佐子）
経験から主体的に学べる看護師を育てる病棟チームづくり
アクティブラーニングを取り入れたOJT◉阿部幸恵
対話を通した中堅看護師のキャリア形成支援
ナラティヴアプローチによる「語る─きく」場の創造◉紙野雪香
経験学習に基づく人材育成
東京都済生会中央病院の取り組み◉東めぐみ
巻頭

大学院で学ぶ看護管理学　現場の実践から新たな「知」を生むために④
千葉大学大学院
特別記事

挑戦的な経験と乗り越えるための上司の支援によって看護師長は成長する
倉岡有美子
新連載

教育者のための看護リフレクション　経験から学べる看護師を育てる
東めぐみ

アカウントをお持ちの方は「看護管理」で検索し
ていただき，「いいね！」をお願いいたします。
http://www.facebook.com/kangokanri1991
◉twitter アカウントは，@kangokanri です。
合わせてフォローをお願いいたします。

facebookやってます！
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